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集団間の
争いの理論

私の研
究

現実の問題を
解決するための数学

ここ数年にわたって私の研究の中心になって
いるのは、集団コンテストの理論です。コンテスト
理論は利権や権限の獲得を目指す競合過程を分
析するもので、企業内昇進、国際大会の開催権、
許認可や補助金の獲得競争から武力紛争まで、
広範な問題を考察する際の理論的基礎になって
います。そうした競合の多くは集団を単位とした
形で発生しますが、集団コンテスト理論はこの特
徴を明示的に考慮した分析を行おうとするもの
です。私自身の最近の成果は、他の集団に比べて
費用面で劣勢にある集団ほど、成果主義に傾い
た報酬制度を採用しようとする傾向および集団
内での利権の分配を不平等にしようとする傾向
を持つ点を示したことです。集団の競合過程と個
人間での競合過程のどこが異なるか、競合にお
いてある集団を有利にする要因は何かなど他に
も考えるべきトピックスは多く、今後も研究を深
めていきたい、興味深い分野だと考えています。

ふくしま・まさお
情報理工学部 
情報システム数理学科 教授
専攻分野は、「最適化理論、オペレーション
ズ・リサーチ」
研究テーマは、「数理最適化の理論と方法、
およびそれらの実社会の様々な問題への応
用」 
主な担当科目は、「非線形・整数計画法」、「線
形代数学１」、「オペレーションズ・リサーチ
概論」。

うえだ・かおる
経済学部
経済学科 教授
専攻分野は「応用ミクロ経済学」
研究テーマは、「経済活動と紛争」
主な担当科目は、「産業組織論A、B」。

ク
ラ
ス

私の
福嶋 雅夫
私は南山大学には今年着任したばかりです

が、これまで大学教員として、そして研究者とし
て、約４０年にわたって「数理最適化」というテー
マに関わってきました。数理最適化とは、現実の
さまざまな問題を論理的に捉え、合理的な解決
策を見出すための数学ということができます。数
理最適化は「オペレーションズ・リサーチ」と呼ば
れる問題解決のための方法を取り扱う研究分野
のなかでも中心的な役割を担う分野であり、企
業における意思決定や計画の立案のような大規
模な問題から、個人が使うパソコンやスマート
フォンのアプリなど身近なものにいたるまで、さ
まざまな場面で活用されています。
数理最適化では、問題のポイントを整理して数

学モデルを作成し（モデリング）、そのモデルの特
性を考慮した適切な方法（アルゴリズム）を用い
て解を求める、という手順を踏みますが、実際の

問題解決にあたっては、モデリングやアルゴリズ
ムの基礎を踏まえた上で、問題全体を見渡せる
広い視野をもつことが求められます。
そのような数理最適化の方法を学ぶことは、ま

さに現代の社会が求めている論理的思考力と問
題解決能力を身に付けるということに他なりませ
ん。「私のクラ
ス」を通して、
学生の一人一
人が社会人と
しての「基礎
力」を養ってく
れることを
願っています。 授業風景

絵本作家（画家？）への道のり

南山のDNA

デュフォ恭子 外国語学部イスパニヤ科 1993年度卒業

大学卒業後、青年海外協力隊でカンボジア教育省青年総局にて
２年間勤務。その後パリに留学、美術学校ESAGにて絵画•グラ
フィックデザインを学ぶ。夫の赴任でコートジボワールに５年滞
在。絵本の挿絵、装丁の他、動画も制作する。 現在パリ在住。主な
仕事に「地雷と難民」（草土文化） 「Fait d’hiver en Laponie」
（Tourbillon）「Haiti」（NEI）「ぴいすけのそら」（チャイルド）「かば
のちんどんやさん」（清流出版）など。 www.dufauxkyoko.com
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国際舞台での活躍やキャリアを考えている本学学生を
対象とした、妹尾靖子広報官による講演が行われました。
国際連合での勤務の実態や国際公務員への道について
お話しいただき、学生は真剣に講演を聞いていました。

国際連合広報センター
広報官による講演

オープンキャンパスが名古屋キャンパス・瀬戸
キャンパスで開催され、両キャンパス併せて6,107
名の方にご来場いただきました。猛暑の中、開会式・
オリエンテーションから多くの方にご参加いただき、
模擬授業や相談コーナーのほか、クラブパラダイス
なども大変賑わっていました。

オープンキャンパス

南山大学の知的財産を地域に還元する事を目的と
して小学校4年生～6年生までを対象とした連続講座
「大学で、未来の自分を探してみよう！」（全5回）を開
催しました。第4回目の「わくわくロボットランド」では、
学生達が制作したロボット
を実際に小学生が動かした
りしてものづくりの面白さを
知ってもらいました。参加し
た小学生からは「とても楽
しかった！」などの感想をい
ただきました。

連続講座「大学で、未来の自分を
探してみよう！」

南山大学経営学部の学生と豊田市のベーカリー
カフェ「Tres Tres Bon!（トレトレボン）」が、昨年に
引き続きパンの共同開発に取り組みました。大学の
授業で学んだ事を目に見える形で実践したいという
学生の思いから始まったこの企画では、実際に
「Tres Tres Bon!」の利用者にアンケート調査を行
うなど昨年よりもマーケ
ティングリサーチに注力。
パンが食べられる時間帯
や購入層に好まれる条件
を考慮して作られたクロ
ワッサンなど4種類を商品
化し、豊田市の松坂屋で販
売しました。

経営学部の石垣ゼミ生が、
今年も飲食店とコラボレーション 「南山大学教育研究支援」へのご協力に感謝いたします。

寄付者ご芳名

株式会社クリエイティブエージェンシー
代表取締役　羽 賀 嘉 裕 様
南山大学同窓会 様
株式会社名古屋銀行 様

伊藤康生 様
岡田幸男 様
武田正博 様

大羽正已 様
神賀英雄 様
菰田晶彦 様

　6月29日（土）ホテル名古屋ガーデンパレスにおい
て、南山大学後援会定例評議員会が開催されました。
南山大学後援会は在学生の父母等によって組織され
ており、当日は理事・評議員に就任いただいている役
員の皆様から117名の方に出席いただきました。
　議事においては、（1）2012年度事業報告および決
算報告について（2）役員の選任について（3）2013
年度事業計画および予算について決議され、2013年
度の事業内容として、9月28日（土）名古屋・瀬戸両
キャンパスにおいて第41回「父母の集い」を開催する
ことが決定されました。

◆ 後援会定例評議員会

◆ 友の会評議員会・総会

後援会収支計算書および予算書 （単位：円）

科目 2013年度予算
前期繰越金
入会金
会費
預金利息
基金運用利息
合計
教育・研究活動等支援援助金
　留学生支援活動援助費
　教育研究図書援助費
　広報活動援助費
　課外活動援助費
　就職指導活動費
後援会活動費
　父母の集い
　就職活動援助費
　広報費
　事務費
課外活動援助基金積立
課外活動援助基金積立利息
事故対策基金積立利息
予備費
次期繰越金
合計

2,598,760
2,222,000

178,555,000
0

143,000
183,518,760
168,000,000
（74,664,000）
（45,336,000）
（10,000,000）
（30,000,000）
（8,000,000）
9,415,000

（1,615,000）
（1,200,000）
（5,420,000）
（1,180,000）
4,000,000
102,000
41,000
400,000
1,560,760

183,518,760

1,898,544
2,337,000

184,460,000
0

278,329
188,973,873
173,000,000
（76,439,000）
（47,561,000）
（10,000,000）
（32,000,000）
（7,000,000）
9,096,784

（1,608,869）
（1,200,000）
（5,258,597）
（1,029,318）
4,000,000
196,207
82,122

0
2,598,760

188,973,873

2012年度決算
収
入
の
部

支
出
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部

後援会貸借対照表 《基金内訳》2013年3月31日現在（単位：円） （単位：円）

借 　方 貸　 方
課外活動援助基金
事故対策基金
次期繰越金
合計

147,363,976

147,363,976

預　金

合計

103,622,296
41,142,920
2,598,760

147,363,976

課外活動援助基金 事故対策基金
前期繰越金
当年度積立金
運用利息 
合計

前期繰越金
当年度積立金
運用利息 
合計

41,060,798
0

82,122
41,142,920

99,426,089
4,000,000
196,207

103,622,296

後援会Webページ
http://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kouenkai/index.html

南山大学友の会会員募集中
南山大学の教育・研究活動にご支援いただける一般および
法人会員を募集しております。
［年会費］ 一般会員 1口 10,000円  法人会員 1口 30,000円 
※何口でもお申込みいただけます。
友の会Webページ
http://www.nanzan-u.ac.jp/tomonokai/index.html

10月12日（土）18：00
～［雨天の場合10月19日
（土）に延期］、名古屋キャン
パスのパッヘ・スクエアにて
今年で47回目となる野外
宗教劇「受難」が上演され
ます。

野外宗教劇
「受難」 名古屋キャンパスでは11

月2日～5日に大学祭が、瀬
戸キャンパスでは11月3日、
4日に聖南祭が開催されま
す。今年の名古屋キャンパス
大学祭のテーマは「万華鏡」、
瀬戸キャンパス聖南祭の
テーマは「LINK」です。

大学祭

10月26日（土）11：00～16：00に、
名古屋キャンパスにて受験生のための入
試相談会と保護者のためのオープンキャ
ンパスが同時開催されます。一般入試・全
学統一入試・センター利用入試の受験予
定者とその保護者向けのイベントです。

受験生のための入試相談会・
保護者のための
オープンキャンパス

キャリアサポート・就職支援プログラム（9月～12月）

「進路希望調査」開始！
今年度秋学期より全学生対象の「進路希望
調査」が始まりました。
この調査は、在学生が将来どんな進路を望ん
でいるのかを把握し、希望に応じた進路支援を
実践することを目的としています。毎年2回、履修
登録期間に実施するほか、登録した希望進路は、
年間通じてPORTAでいつでも変更できます。
今後は、一人ひとりの進路希望に沿った情
報提供や進路相談、各種プログラムの実施を
予定しています。

　私は、少林寺拳法を5歳で始め、道場に通って
いますが、大学生としてより多くの経験を積みた
いと思い少林寺拳法部に入部しました。昨年
11月の全日本学生大会においては単独演武有
段の部で念願の第1位になり、今年は東海学生
大会で女子の同種目において第1位、また愛知
県大会では父と出場した一般男女有段の部に
おいて優秀賞（第2位）を頂きました。しかし2位
であった悔しさをバネにし、辛い練習を重ねな
がら、8月に大阪で開催された世界大会に父と
共に臨みました。
　少林寺拳法と聞くと、あまり馴染みがなく、ま
た武道であるということから敬遠されがちです
が、少林寺拳法は、戦うことや相手を攻撃して傷
付けることを目的としておらず、一つの護身術で
あり、人づくりのための「行」なのです。力の強さで
はなく、自分と相手の体を上手く使うことで技を
行うので、女性でも気軽に始められます。また、技

の修練を通して体の仕組みを学べるため、自分の
体のことがよく分かり、日常生活での姿勢がよく
なったり、健康的な体を維持できるようになりま
す。さらに、社会での人との接し方やマナー、人生
においての心構えも学べるため、大学生の皆さん
にもおすすめです。
　私は、大学生活における目標の1つとして、留
学を掲げていました。交換留学の認定をされるた
めに大学の授業も頑張り、またIELTSを7回程諦
めることなく受け続け、晴れて交換留学生として
採用され、今年9月よりずっと憧れだったイギリス
のエディンバラ大学で学んでいます。
　人に感動を与えることに関心を持っているので、
将来は小さい頃からの夢であるディズニーに関わ
る仕事に就き、感動と夢を分かち合いたいです。
　今後も、私を支えてくれる周りの方々への感謝
を常に忘れず、ひたすら努力を重ねて夢の実現を
目指していきたいです。

活躍する南山大生の声

活躍する南山大生の声

努力で夢を掴む！

可児 愛佳
（外国語学部英米学科 3年）

　私は小さい頃から将棋に興味を持ち、小学生の
頃から習い始めました。勉強との両立は大変です
が、将棋を指すことで様々な年齢層の方とコミュ
ニケーションがとれるのが魅力的で、より多くの
人と対戦して勝利したいという思いから毎日コツ
コツと練習を続けてきました。今回、全日本学生
将棋連盟主催の第69回学生名人戦（2013年6
月開催）に出場し、3位入賞を果たすことができま
した。大学生大会のレベルはとても高く、毎日のよ
うに将棋を指し練習を重ねても、試合が終わるま

で気は抜けません。技術は一朝一夕では身につけ
ることはできませんが、それでも大会前に何かで
きることはないかと思い、心のあり方に関する本
を読んだり、練習方法を工夫したりするなどして
精神的な強さを身に付けるよう努めました。今回
の大会は学生大会の中では一手ごとの持ち時間
がとても長い大会であったため、長時間戦となっ
ても冷静に対応できる精神力を鍛えたことが役に
立ったと思います。今後も技術面と精神面の両方
を鍛え、全国大
会優勝を目指し
て努力していこ
うと思います。

7月17日（水）ホテル名古屋ガーデンパレスにおいて、
南山大学友の会評議員会・総会が開催されました。友
の会は南山大学を支援する地域社会の一般および法
人会員によって組織されており、本年3月31日現在の
会員数は一般会員264名、法人会員109社となって
います。
総会では、（1）2012年度事業報告および決算報告に
ついて（2）役員の改選について（3）2013年度事業計
画および予算について審議され、それぞれ承認されま
した。議事終了後、今年度の友の会給付奨学金を受給
する外国人留学生および日本人の派遣奨学生も参加
させていただき、安井義博会長より奨学生採用通知
書が授与されました。また、その後行われた懇親会の
席においても、留学生と友の会会員の皆様との間で積
極的な交流が図られ、友の会会員の皆様より多くの温
かい励ましのお言葉を頂戴いたしました。

　私がイスパニヤ科を選んだのは、外国語学部
の卒業者は就職をしやすいと言われていたこと
が理由の一つです。子供の頃から絵を描くことが
好きでしたが、絵は趣味で続けていく、という選
択をしました。在学中は、はっきりと就職先を絞
ることができないまま過ごしていました。
　しかしメキシコ留学を機に海外に住んでみた
いと思うようになり、どうしたら海外に住むこと
ができるかを考えるようになりました。それほど
留学経験は刺激と興奮に満ちていました。
　卒業後、青年海外協力隊に応募し２年間カン
ボジアへ行く機会を得ます。プノンペンでの滞在
中、フランスへ行くきっかけをつくってくれた友達
や夫との出会いがあったことは幸運としかいい
ようがありません。教育省で出会ったフランス人
に絵を認められ挿絵の
仕事をしたことから、絵
を描く職業につきたい
という気持ちが高まり、
美術大学へ行く決心を
します。協力隊の終了
後は美術留学のために
渡仏をしました。アカ

デミージュリアンへ通い、ピンポイントギャラリー
絵本コンクールで最優秀賞を受賞、その後、フラ
ンス、日本、アフリカで絵本の出版を果たします。
けれども、どんなに描き続けていても安定した収
入を得るには至っていません。今も毎日、営業と
制作に奮闘中です。
異文化を知る楽しみを教えてくれた南山大学に
感謝をしています。

集団コンテストの概念図：複数の集団がある利権
（Prize）をめぐり獲得のための努力を投入し合う。利
権は勝利集団の構成員に無条件で発生する公共財的
部分（Public-good part）と、個別に分配される私的財
部分（Private-good part）から成る。後者の分配のあ
り方が構成員たちの努力に影響を与える。

精神力を鍛えて全国大会に挑戦
田中 景季
（経済学部経済学科 3年）

○第2回就職ガイダンス
○就職講座（企業研究、自己PR、志望動機、エントリーシートの書き方、
　　　　　  ビジネスマナー、先輩の体験談）
○グループ選考対策講座
○SPI模試・SPIフォローアップ講座
○Uターンガイダンス
○第3回就職ガイダンス
○学内会社説明会

○キャリア入門B 
　‒キャリアを考えよう! ‒
○キャリア入門C
　‒業界・職種研究会‒
○働く現場見学ツアー
○ビジネスマナー講座

就職支援プログラムキャリアサポートプログラム

2013年6月30日発行の「NANZAN bulletin 
vol.185」におきまして、氏名記載に誤りがござい
ました。お詫びして訂正させていただきます。
◆学位
（誤）大庭引継 講師
（正）大庭弘継 講師

就職座談会



人件費
教育研究経費
管理経費
その他の消費支出額
基本金組入額＋消費収支差額

比率
帰属収入に対する比率

51.3
25.4
6.0
4.1
13.1

%
%
%
%
%

52.9
30.9
8.3
2.0
5.8

%
%
%
%
%

南山大学（2012年度） 他大学文他複数学部（2011年度） 

本学では、私立大学としての公共性と説明責
任を認識し、従来から財務改善に努めるとともに、
財務状況を広く公表しており、引き続きこの方針を

維持していく所存です。今後ともご理解、ご支援を
お願いいたします。

（大学事務部長　沢口定雄）

（単位：千円）

学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科目
消費収入の部

予算額
10,702,905
798,800
194,113
1,206,251
51,352

1
202,833
279,130

13,435,385
△ 1,366,655
12,068,730

人件費
教育研究経費
（内、減価償却額）
管理経費
（内、減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
法人本部費配賦額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収入（△支出）超過額
前年度繰越消費収入（△支出）超過額
基本金取崩額
翌年度繰越消費収入（△支出）超過額

科目
消費支出の部

予算額

7,184,196
3,700,350

（1,008,000）
906,843

（113,450）
57,458
19,300

0
512,475
26,870

12,407,492
△ 338,762
2,973,909

0
2,635,147

第6表   2013年度 消費収支予算書 （2013年4月1日から2014年3月31日まで）

（単位：千円）

学生納付金収入
 （授業料）
 （入学金）
 （実験実習料）
 （教育実習料）
 （施設設備費）
手数料収入
 （入学検定料）
 （その他の手数料）
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科目
収入の部

予算額

10,702,905
（7,393,724）
（1,184,110）
（119,245）
（4,949）

（2,000,877）
798,800

（684,320）
（114,480）
193,113
1,206,251
51,352
30

202,833
279,092

0
2,391,027
2,274,523

△ 2,770,116
31,530,398
46,860,208

人件費支出
 （教員人件費）
 （職員人件費）
 （退職金）
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費　　　
法人本部費配賦額
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科目
支出の部

予算額

7,004,556
（4,987,557）
（1,648,299）
（368,700）
2,692,348
793,393
57,458
193,610
155,821
226,161
1,000,000
2,150,050
26,870
530,436

△ 262,040
32,291,545

46,860,208

第5表   2013年度 資金収支予算書 （2013年4月1日から2014年3月31日まで）

（単位：千円）

学生納付金収入
 （授業料）
 （入学金）
 （実験実習料）
 （教育実習料）
 （施設設備費）
手数料収入
 （入学検定料）
 （その他の手数料）
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科目
収入の部

予算額 決算額
10,710,977
（7,416,553）
（1,183,010）
（101,689）
（3,531）

（2,006,194）
785,244

（670,074）
（115,170）
247,468
1,116,072
159,968
62,548
195,138
478,785

0
2,251,788
2,364,265

△ 2,843,127
30,836,612
46,365,738

10,725,143
（7,421,153）
（1,183,000）
（110,369）
（3,554）

（2,007,067）
823,429

（708,709）
（114,720）
246,135
1,179,146
72,536
30

212,279
452,363

0
2,353,271
2,339,839

△ 2,793,978
30,836,612
46,446,805

人件費支出
 （教員人件費）
 （職員人件費）
 （退職金）
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
法人本部費配賦額
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科目
支出の部

予算額 決算額
6,943,390

（4,775,337）
（1,568,213）
（599,840）
2,539,224
731,651
60,383
96,780
566,694
166,719
1,050,000
2,293,348
518,605

△ 551,898
31,950,842

46,365,738

7,214,237
（4,984,686）
（1,663,581）
（565,970）
2,743,525
750,784
60,387
96,780
538,171
186,708
1,050,000
2,297,315
519,630

△ 541,130
31,530,398

46,446,805
（注）予算額は補正予算額。

第1表   2012年度 資金収支計算書 （2012年4月1日から2013年3月31日まで）

（単位：千円）

学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科目
消費収入の部

予算額 決算額

10,710,977
785,244
425,401
1,116,072
159,968
46,829
195,138
498,470

13,938,099
△ 1,278,221
12,659,878

10,725,143
823,429
423,001
1,179,146
72,536

1
212,279
469,279

13,904,814
△ 1,306,352
12,598,462

人件費
教育研究経費
 （内、減価償却額）
管理経費
 （内、減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
法人本部費配賦額

消費支出の部合計
当年度消費収入（△支出）超過額
前年度繰越消費収入（△支出）超過額
基本金取崩額
翌年度繰越消費収入（△支出）超過額

科目
消費支出の部

予算額 決算額
7,149,561
3,543,890

（1,004,550）
842,233

（111,119）
60,383
12,054
164

500,644

12,108,929
550,949
2,979,716

0
3,530,665

7,409,837
3,751,527
(1,008,000)
864,249
(113,450)
60,387
16,600

0
501,669

12,604,269
△ 5,807
2,979,716

0
2,973,909

（注）予算額は補正予算額。

（注）予算額は補正予算額。

第2表   2012年度 消費収支計算書 （2012年4月1日から2013年3月31日まで）

第4表   財務比率

自己資金構成比率
消費収支差額構成比率
流動比率（※）
減価償却比率
総負債比率
負債比率

自己資金／総資金
消費収支差額／総資金
流動資産／流動負債
減価償却累計額／減価償却資産取得価額
総負債／総資産
総負債／自己資金

↑
↑
↑
～
↓
↓

南山大学 他大学比率 計算式 評価

貸借対照表関連

87.0
5.4

848.9
50.8
13.0
15.0

%
%
%
%
%
%

86.9
△10.5
230.3
46.1
13.1
15.1

%
%
%
%
%
%

（※）南山大学の流動比率は流動資産から第3号基本金額を差し引いた額を分子とした。
（注）他大学の数値は、日本私立学校振興・共済事業団平成24年度版「今日の私学財政」より、消費収支関連については文他複数学部の大学部門の平均を、貸借対照

表関連は文他複数学部を有する大学法人全体の平均をそれぞれ掲載した。評価は、それぞれの大学の特殊性があり一概にはいえないが、一般的には「↑」は数
値が高い方がよく、「↓」は数値が低い方がよく、「～」はどちらともいえないとされている。

　　自己資金＝基本金+消費収支差額　総資金＝負債＋基本金＋消費収支差額　総負債＝固定負債+流動負債
    

2012年度

87.0
5.3

813.4
48.4
13.0
15.0

%
%
%
%
%
%

2011年度 2011年度

人件費比率
人件費依存率
教育研究経費比率
管理経費比率
借入金等利息比率
学生生徒等納付金比率
補助金比率
基本金組入率
減価償却費比率

人件費／帰属収入
人件費／学生納入金
教育研究経費／帰属収入
管理経費／帰属収入
借入金等利息／帰属収入
学生納入金／帰属収入
補助金／帰属収入
基本金組入額／帰属収入
減価償却額／消費支出

↓
↓
↑
↓
↓
↑
↑
↑
～

南山大学 他大学比率 計算式 評価

消費収支関連

51.3
66.7
25.4
6.0
0.4
76.8
8.0
9.2
9.2

%
%
%
%
%
%
%
%
%

52.9
64.4
30.9
8.3
0.3
82.1
8.2
10.4
11.1

%
%
%
%
%
%
%
%
%

2012年度
50.8
64.6
26.3
6.7
0.4
78.6
8.8
10.7
8.6

%
%
%
%
%
%
%
%
%

2011年度 2011年度
%
%
%
%
%
%
%
%
%

50.4
63.7
26.4
6.9
0.2
79.2
8.7
14.9
8.8

2010年度

2012年度決算・2013年度予算について
2012年度事業は、グランドデザインにおけるキーフレーズ

「個の力を、世界の力に。」をふまえて、2011年度に引き続き
国際化推進を最重要課題と位置づけて実施しました。
国際化推進の拠点として、Ｒ棟（新校舎）に英語教育セ

ンター、ワールドプラザ、国際教育センターが移設され、新
たにジャパンプラザもオープンし、「国際科目群」の運用開
始、外国人留学生別科におけるサマープログラムの実施
など、様々な取り組みが始まっています。また、500名収容
のフラッテンホールも整備され、オープンキャンパス、父母の
集いなどの行事や、各種講演会・研究会など、諸活動に利
用されています。さらに2013年10月5日にＲ棟地下1階に人
類学博物館新館がオープンします。
省エネへの取り組みとして、大学内照明のLED化が検
討され、2012年4月から外灯および一部建物内をLED化

して検証を進めてきました。その検証結果に基づき、2013
年度に省エネ対策として教室、研究室、事務室などに
LED照明を積極的に利用することとしました。
施設・設備面について、南山大学は1949年に設立され

た後、1964年4月に現在の名古屋キャンパスに移転して50
年が経過しました。建物の老朽化や本学が置かれた社会
的情勢を踏まえ、キャンパスのあり方（瀬戸キャンパス移転
を含む）について具体的に検討を進めます。
本学では、「NANZAN bulletin」「南山大学概要」

「南山大学公式webページ」において財政状況を公開
し、透明性確保に努めています。今回は、2012年度決算
および2013年度予算について、財務諸表をもとに説明さ
せていただきます。

【南山大学】
　2013年度予算において、学生納付金は前年度に引
き続き据え置きとしました。本学においては帰属収入の
79.7％が学生納付金であり、大幅な増収は望めないた
め、補助金・寄付金などの外部資金獲得のため更なる
努力を続けていく所存です。2013年度は、2012年度か
らの継続事業である「人類学博物館リニューアル事
業」や「国際化推進事業の充実」等に取り組みます。
　2013年度の主な事業計画は以下のとおりです。

　
1.人類学博物館リニューアル事業
2013年10月にＲ棟地下にオープンします。新しい人
類学博物館は、全ての人が好奇心を掻き立てるよ
うに、展示品を手に取り、間近に感じることができる
「ユニバーサル・ミュージアム」を実現します。

2.南山大学国際化推進事業
英語で講義する科目を体系化した「国際科目群」
や外国人留学生別科サマープログラムをさらに充
実させます。
　

3.学内環境整備事業
名古屋キャンパスにおけるPC教室のPC整備、マル
チメディア教室の機器整備、瀬戸キャンパスにおけ
る語学教育システムの整備、教育研究情報ネット
ワークの整備、などの環境整備事業を順次進めて
いきます。

4.省エネ対策事業
2012年4月に導入した外灯および一部建物内の
LED化の検証結果に基づき、全学的に照明機器
のLED化を進めます。

【南山大学】
　第1表は、資金収支計算書であり、本学における1年
間の活動に伴う収入と支出の資金の記録です。収入
の部の前年度繰越支払資金（30,836百万円）と、支出
の部の次年度繰越支払資金（31,950百万円）の差額
は1,114百万円であり、これが2012年度の諸活動による
資金の増加額です。
　収入のうち、学生納付金収入、手数料収入、補助金
収入、事業収入が予算額に対して決算額が減少とな
りました。主な理由は、2012年4月入学者数が予算編
成時に想定した入学者数に至らなかったことと、海外
実習など各種実習の参加者が想定数より少なかった
ことにより、学生納付金収入は14百万円の減額となりま
した。受験者数については、2013年度入試から新たに
「全学統一入試」方式を採用したことにより、2013年度
入試（2012年度収入）は24,086名となり、2012年度入
試（2011年度収入）の20,802名と比較すると3,284名
増加となりました。補助金収入では「学生納付金と教
育研究経費による調整基準の増減率」の変動により63
百万円の減額となりました。
　資産売却差額、資産運用収入、雑収入が予算額に
対して決算額が増加となりました。資産売却差額は、旧
南山短期大学所属の土地の売却、資産運用収入は、
経済情勢の回復傾向による有価証券等の運用収入増
加により、それぞれ決算額が増加しました。
　一方、支出面では人件費支出、教育研究経費支出、
管理経費支出ともに予算額内で執行しました。その中
で、2013年度オープンに向けた人類学博物館リニュー
アル事業や国際化推進事業などを含め、可能な限り教
育・研究環境の充実に努めました。なお、例年、南山学
園の設立母体である神言修道会から、本学に勤務す

る神言修道会会員の人件費節約額として本学への財
政支援がなされています。2012年度は総額49百万円
の援助があり、パッヘ研究奨励金等の原資として充当
しました。
　第１表の資金収支計算書が、本学の資金にかかる
収入および支出の顛末を表しているのに対し、第２表
の消費収支計算書では、本学の経営状態が健全かど
うかを示すための収支状況を表しています。帰属収入
（負債とはならない収入13,938百万円）から、基本金組
入額（設備投資等に充当される額1,278百万円）を控
除した残額を消費収入といい（12,659百万円）、この消
費収入と、純資産の減少をもたらす消費支出（12,109
百万円）との差額550百万円が、当年度消費収入超過
額となりました。前年度繰越消費収入超過額2,980百
万円と合せて、翌年度繰越消費収入超過額は3,530百
万円となりました。
　第３表の貸借対照表は、2013年3月31日現在におけ
る総資産、負債、自己資金（基本金＋翌年度繰越消費
収支差額）の状態を表わしており、総資産＝負債＋自己
資金（基本金＋翌年度繰越消費収支差額）となります。
資産の部では、有形固定資産が建物・構築物等の減
価償却などにより163百万円減少、その他の固定資産
が987百万円増加したことにより固定資産は824百万円
増加しました。さらに現金預金等の増加により流動資
産が1,244百万円増加しました。この結果、総資産は
2,068百万円増加となりました。他方、負債が239百万円
増加となりました。基本金が1,278百万円増加したこと
と、翌年度繰越消費収入超過額が550百万円増加し
たことにより、自己資金は1,282百万円増加となりました。
これにより負債と自己資金の合計は2,068百万円の増
加となりました。

固定資産
有形固定資産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
図書
車両
建設仮勘定
その他の固定資産
電話加入権
施設利用権
長期貸付金
差入保証金
ソフトウェア
退職給与引当特定資産

　

流動資産
現金預金
未収入金
立替金
前払金
貯蔵品
資産の部合計

固定負債
長期借入金
退職給与引当金
長期預り金
長期未払金
流動負債
短期借入金
未払金
前受金
預り金
負債の部合計
基本金の部
第1号基本金
第2号基本金
第3号基本金
第4号基本金
基本金の部合計
消費収支差額の部
翌年度繰越消費収入

消費収支差額の部合計

負債の部、基本金の部、
消費収支差額の部合計 

資産の部
科目 増減

824,221
△ 163,540
464,334

△ 693,375
△ 89,927
△ 64,298
△ 5,096
96,494
△ 3,870
132,198
987,761

0
0

△ 11,697
0

△ 50,542
0

700,000

300,000

50,000

1,244,501
1,114,230
123,785
△ 361
6,479
368

2,068,722

32,824,308
26,283,052
3,581,485
15,482,537
555,838
386,740
11,685

6,114,960
3,749

146,058
6,541,256
6,301
2,171

258,402
440

201,272
140,000

3,982,670

1,900,000

50,000

32,471,804
31,950,842
450,981
1,050
66,029
2,902

65,296,112

32,000,087
26,446,592
3,117,151
16,175,912
645,765
451,038
16,781

6,018,466
7,619
13,860

5,553,495
6,301
2,171

270,099
440

251,814
140,000

3,282,670

1,600,000

0

31,227,303
30,836,612
327,196
1,411
59,550
2,534

63,227,390

負債の部
科目 増減

263,843
△ 193,610
189,454
4,313

263,686
△ 24,291
96,830
9,226

△ 141,558
11,211
239,552

276,968
1,000,000
1,253
0

1,278,221

550,949

550,949

2,068,722

5,420,550
2,919,610
1,996,093
233,480
271,367
3,096,612
193,610
228,663
2,251,788
422,551
8,517,162

40,336,622
5,882,670
6,184,593
844,400

53,248,285

3,530,665

3,530,665

65,296,112

5,156,707
3,113,220
1,806,639
229,167
7,681

3,120,903
96,780
219,437
2,393,346
411,340
8,277,610

40,059,654
4,882,670
6,183,340
844,400

51,970,064

2,979,716

2,979,716

63,227,390

第3表   貸借対照表 （2013年3月31日現在）

2012年度末 2011年度末 2012年度末 2011年度末

（△支出）超過額

（単位：千円）

設備整備資金

設備整備資金

設備拡充引当預金

南山大学名古屋C施設

南山大学瀬戸C施設

南山大学名古屋C施設

南山大学

2012年度決算について

2013年度予算について

2013年度の就活戦線をみごとに乗り越え、
志望先から内定を獲得した学生3人に、
それぞれの「就活」を振り返っていただきました。

高木 裕之さん
数理情報研究科 数理情報専攻2年生
内定先 ： 株式会社日立製作所

PROFILE

―就職活動をスタートさせた時期は？

加藤　1学年先輩方が筆記試験や面接に追われ、
企業説明会の広告が目につくようになった3年生の初
め頃、就職を意識するようになりました。実際に就職活
動をスタートさせたのは、12月1日の合同説明会から。
口火を切ったというか、そこから一気に走り出した感じ
ですね。
濱口　私はチアリーダー部の活動が忙しかったの
で、就活に本格的に取り組むようになったのは、部を
引退した3年生の12月中旬以降です。就活対策講
座が3年生の6月に始まり、ずっと気にはしていました
が、夏休み中も部活に没頭していました。
高木　研究室でプログラミングコンテストに挑戦してい
たので、僕は濱口さんよりさらに遅れて今年の1月に
入ってから。ただ昨年の夏休み中、3週間ほどインター
ンシップに参加して、企業研究に取り組みました。自分
が大学院を出て、これから社会でどう役に立てるのか。
特に規模の大きな企業で確かめておきたい気持ちが
あったんです。じつは内定先はインターンシップでお世
話になった企業です。人事の方と細かくお話しする
チャンスは掴めませんでしたが、企業をより深く知る意
味でプラスになったと思います。

―選考にむけて準備したことは何ですか？

加藤　まずは自己分析ですよね。書類選考でも面接
でも、自己PRのベースになる部分ですので、ここはしっ
かり取り組みました。僕は「サッカー」「アルバイト」「学
業」と大きなテーマを3つあげて、それぞれ小1時間ぐら
いは話せるよう、またどの角度から突っ込まれても大丈
夫なように練り上げていきました。
濱口　自分のことって、自分自身じゃわからないことが
多いじゃないですか？私は友人から「他己分析シー
ト」をもらって、それを部活のメンバーみんなで書きあ
い、長所短所をそれぞれあげました。自分が部活でどう
いう役割を果たしてきたのかよく分かり、うまく自己PRに
つなげることができました。
加藤　僕も友達を巻き込んでの総力戦というか、常に
意見交換し、赤裸 に々語りあいながら自己分析を深
めていった感じですね。たとえば、何事にもこつこつ取り
組めるのは勤勉さの表れだと自分では思い込んでい
ましたが、裏を返せば、「閉じこもって、自分一人で進

めてしまう」と友達から短所として指摘を受けたりしまし
た。そんな自分の弱点を知ることも大切ですよね。
高木　僕は大学の教授、先輩に相談しながら自己
分析を進めました。これまでの学生生活を振り返り、自
分が取り組んできたことを列挙し、先輩や先生方と相
談しながらエピソードを選んでいった感じですね。それ
を各企業が求める人材像を意識しながら共通項を
探し出し、履歴書やエントリーシートの自己PR欄にまと
めていきました。

―模擬試験（SPI）対策は？

加藤　僕の受けた金融機関では、あまり重視されて
いない印象を受けました。ですから参考書もざっと目を
通した程度。苦手意識があれば克服しておく、といっ
たぐらいのスタンスでした。
高木　自分の場合、SPI対策も出遅れてしまい、初め
て受けた筆記テストでは受からず。いきなりへこまされて
しまったので、すぐにテキストを4冊買い込んで猛勉強し
ました。そろそろ面接も始まっていた時期で、同時進行
で勉強するのはさすがに大変でしたね。
濱口　私も授業の空き時間にSPIのテキストを開くよう
にしていましたが、就活が進むにつれて、真剣に取り組
むようになりました。SPIでかなり落とされるという情報も
あったので、気が抜けませんでした。

―企業選びのコツは？

高木　僕自身は、これまで自分が取り組んできた研究
や専門的な学びをどう生かすか、というところを軸に理
系、IT系に照準をあてました。とはいえプレエントリーは
60社、実際にエントリーシートを提出したのは30社ぐら

い。業種を絞り込んだ分、規模の大きさに関係なく、とに
かく出せるところは出していこうという作戦でした。
加藤　僕もゼミで学んだことの延長線上から就職を考
え、金融機関ほぼ1本に。そしてもう一つ、銀行や証券
などの金融機関に勤める身内が多く、「働き方」「やり
がい」もよくわかっていた、というのも大きな理由です。実
際に働いてみて就職先を決められるわけではないの
で、入社後のギャップの少なさも僕にとっては重要なポ
イントでした。
濱口　私は２人とは逆で、自分に何が向いていて、どん
な仕事が合っているのかわからず、ブライダル、金融、
メーカー、商社…いろいろな業種を検討しました。プレ
エントリーした企業は90社以上。そこから会社説明会
やOG訪問を通して、少しずつ興味のある分野を絞り
込み、最終的に25社にエントリーしました。それでもさす
がにエントリーシートを書くのが嫌になってしまうこともあり
ましたね（笑）。
加藤　特に2月下旬はエントリーシートラッシュの時期
ですよね。書いても書いても書き終わらず、モチベーショ
ンがぐっと落ちることもありましたが、その一方で書類審
査に通過し、一喜一憂したことを思い出します。

―大学のサポートはいかがでしたか？

濱口　キャリア支援室の方には、親身に相談に乗って
いただきましたし、エントリーシートの添削も丁寧にアドバ
イスいただいて助かりました。中には5、6回も書き直した
エントリーシートもありましたが、挫折せずに書き上げるこ
とができたのは、キャリア支援室の方にうまくリードしてい
ただいたおかげです。
加藤　業界研究のセミナーが早い段階から用意され
ていたのは有難かったですね。その後、自分で業界研
究を進めるきっかけになりましたし、内容も濃く、高いモチ
ベーションを維持できる環境の中に身を置くことができ
たと思います。
高木　じつはこれは僕の失敗談ですが、会社説明会
に出ないと次へ進めない企業があることを知らず、焦っ
たことがあって…。
加藤　そうそう、ありますよね。会社説明会に出席しな
いとエントリーシートが貰えない企業とか。エントリーの
仕方って企業によってマチマチだから、ある程度、方
向性が定まっているのであれば、先輩の「就職活動
体験記」なんかに目を通しておくと、就活の流れも掴み
やすいかもしれません。
濱口　先輩の体験記は面接で聞かれたこととか具体
的に細かく書いてあるので、すごく参考になりますよね。
高木　2016年卒採用から、就活開始時期が後ろ倒
しになるようだけれど、「まだ大丈夫」なんて、のんびり構
えていると取り返しのつかないことになるかも？まだ先のこ
とはわからないけれど、いざという時に慌てないためにも、
早め早めの情報収集が大切ですよね。
濱口　就活は一人っきりですると、限界を感じる時も
あると思うんです。ですから、キャリア支援室や先輩な

どには積極的に相談し、頑張って乗り切って欲しいと
思います。
高木　それから、特にものづくり中部地区において「南
山大学」のネームバリューは圧倒的。東京・大阪でも
手ごたえを感じましたし、胸を張って渡り合える大学だと
改めて思いました。

―あなたの“必勝メソッド”とは、ずばり！

加藤　大学生活を振り返ると、ゼミ長を務めたわけで
もないですし、これといった強みも持っていない気がして
いましたが、「自分をきちんと見つめれば、アピールすべき
ことが必ずある」というキャリア支援室のアドバイスに安
心感を与えてもらった気がします。その上で、しっかり自
己分析にも取り組めたわけですが、面接やグループ
ワークに備えて、もっとうまく自己表現できないか、一緒に
なって追求できた仲間の存在が、僕にとっての成功の
秘訣かもしれません。
高木　能動的にいかに動けるか、ということ以外に、大
きなIT企業ではとくにチームワーク力が求められる時
代。プログラミングコンテストもそうでしたが、大学祭で企
画を立ち上げ、その時、自分はどういう立ち位置で、どん
なふうに皆と活動したか。そこをうまくアピールできたこと
が結果に結びついたと思っています。
加藤　全国大会で優勝したとか、特別な結果がなく
ても自分なりに一生懸命取り組めば、そのプロセスの段
階で話せることが沢山ありますよね。
高木　逆に失敗を踏まえて、その後の成長の過程を
話すとか…。僕自身、大学3年生の頃、プログラミングで
は相当、失敗を重ねてきたので（笑）。
濱口　毎日、部活に取り組んできた私にとって、大学
生活＝部活でしたので、そこで努力してきたことをア
ピールしましたが、アルバイトでも何でも一生懸命にな
れるものに出合えれば、自己PRにつながるものも見つ
かると思います。

―最後に、後輩へのアドバイスをお願いします

高木　大学1、2年生は友達を作ること！ 友達と話すこ
とで見えてくるものもあるはずです。3年生なら何か一つ
のことに仲間と挑戦してみると、人前で語れる経験を積
めると思いますよ。
濱口　そうですよね。1、2年生のうちから、就職のことで
頭をいっぱいにするより、もっと打ち込めることに頑張れ
ばいいと思います。3年生で自分が何をすればいいのか
分からない、という場合は、セミナーに参加する方法もあ
りますし、SPIから手をつけてもいいかもしれません。
加藤　就職活動は知力、情報力、体力も必要です。
話題づくりというと戦略的に聞こえるでしょうが、時間の
あるうちにより大勢の人と話し、多くの経験を積んでおく
ことで引き出しも増えると思います。何かに挑戦しようと
思ったらすぐに動く。まずはそんなことを心がけて欲しい
ですね。

用意周到に、コツコツ準備を整えてき
ました。やるだけやったからこそ、大企
業でも力まず、面接に臨むことができま
した。今、与えられた土俵の大きさに武
者震いします。

濱口 里映奈さん
人文学部心理人間学科4年生
内定先 ： 株式会社デンソー

大学生活の中で一番力をいれてきた
チアリーダー部での経験、先輩方や仲
間のおかげで、納得のいく就職活動が
出来ました。

加藤 直裕さん
経済学部経済学科4年生
内定先 ： 株式会社三井住友銀行

どこまで通用するのか、自分を試したい
気持ちもあって、内定先を志望。面接
では、意識の高いライバルに囲まれて
勉強になった、と上昇志向もプラスに
なりました。

特集 就職座談会


